
【第３部】 パネルディスカッション 

    「光都の20年とこれから 

          ～より輝くまちに向けて～」 

 

■コーディネーター 

 佐竹 隆幸（関西学院大学専門職大学院経営戦略

研究科教授・兵庫県立大学名誉教授） 

 

■パネリスト 

 角野 幸博（関西学院大学総合政策学部都市政策

学科教授） 

 太田 勲 （兵庫県立大学学長） 

 西村 友宏（光都21自治会会長） 

 長谷川香里（納屋工房主宰） 

 石井 孝一（兵庫県公営企業管理者） 

 

司会 

 ただいまから、第３部「光都の 20 年とこれから

～より輝くまちに向けて～」と題しまして、パネル

ディスカッションを開始いたします。 

 パネリストの皆様をご紹介いたします。 

 まずはじめに、本日のコーディネーターの関西学

院大学専門職大学院教授・兵庫県立大学名誉教授の

佐竹隆幸様です。 

 関西学院大学総合政策学部都市政策学科教授の角

野幸博様です。 

 兵庫県立大学学長、大田勲様です。 

 播磨科学公園都市の住宅地「光都 21」の自治会

会長、西村友宏様です。 

 姫路でコミュニティスペース納屋工房を運営して

おられます、長谷川香里様です。 

 最後に兵庫県公営企業管理者、石井孝一でござい

ます。 

 ここからの進行は、佐竹教授によろしくお願いし

ます。 

 

 

 

佐竹氏 

 それではよろしくお願いします。 

 私たちのまちのこれまでとこれから、ということ

で 20 周年を記念しまして本日この様なかたちで開

催していただいており、その最後がこのシンポジウ

ムということでございます。 

 先ほど伊藤次長からお話がございましたように、

残念ながらというか、元々は 25,000 人の住人に定

着していただこうということだった訳でございます

けれども、現在のところ夜間人口は 1,400 人です。

しかし、昼間の人口は 6,000 人ほどを保持すること

ができるようになって、やはり交流していくことが

非常に重要です。 

 そのひとつの、残念ながら集まらなかった原因に

IT 技術の進歩というのがあるわけですね。もうお

分かりだと思いますけど、昔は研究施設があって、

その横に開発施設があって、販売や管理するための

本部拠点が来て、要するに全てが一緒にあることが

ひとつの企業の強みであった訳ですけれども、今残

念ながら、研究資料というのは 0.01 秒くらいでア

メリカにも行ってしまいますからね。同じ場所に集

積する必要がなくなってしまった。それがこの 20

年間で大きく変わった。これ社会情勢の変化なんで

すね。 

 

 でも、皆さんも、実際に行っていただいたら分か

ります。今日、私は新しくなりましたサッカー場を

拝見したんですが、一杯でしたね。こどもたちだけ

ではなくて社会人の方々も。だから、土日は一杯な

んですよ。新聞社の方は結構批判されているんです

が、少なくとも土日はサッカー場は満員なんです。

ということは可能性はまだまだあるということなん

です。この光都そのものの過去と現在を検証し、未

来を検討しながら、1 時間少しの短い時間ですが、

パネリストの皆さんと一緒に考えていけたらと思い

ますので、よろしくお願いします。 

 ５名のパネリストの皆さんには、まず自己紹介を

兼ねまして、この光都との関わりについてご説明を

いただければと思っておりますのでよろしくお願い

します。 

 まず角野先生からよろしくお願いします。 
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角野氏 

 角野です。よろしくお願いします。私自身は大学、

大学院の頃から建築出身で、都市計画とかまちづく

りを勉強しておりますので、この場所とは関係が深

くて、光都が生まれるその 10 年ほど前、つまり今

から 30 年ほど前には、私は兵庫県庁の外郭団体の

シンクタンクに勤めていました。そのときにこの西

播磨地域で、相生市のまちづくりであるとか、上郡

や旧三日月町、龍野、佐用の総合計画のお手伝いを

させていただく機会がありまして、ちょうどその約

30 年前は、西播磨の市町境のところにすごいまち

ができるんだと、テクノポリスができるんだという

ことを当然知っておりましたし、着工した当初、そ

れに合わせて周辺のまちづくりをどうしていくんだ

というようなお手伝いをさせていただいていました。 

 その時分にはずいぶんこの周辺を動き回りまして、

例えば先ほどの「かるた」にも出ていた三濃山など

の元々ある資源をしっかり見た上で、そこに新しい

まちってどうやってできていくんだろうなというこ

とを考えてたのがつい 30 年ほど前ということにな

る訳です。 

 

 それ以来、まちづくりの形というのが大きく変わ

って来ているなと今日実感しております。 

 また、後ほどもう少し詳しく申し上げたいと思い

ますが、20 世紀のまちづくりでは、まず大都市に

通勤するサラリーマンのためのベッドタウンといっ

たもののニーズが非常に高かったのですが、それで

はだめだということで、職住近接型のまちをいかに

つくるかというような議論が出てきて、さらにその

職については単なる工場じゃなくって、先端技術、

研究開発といったものをテーマにどうやってまちが

つくられていくのかということをずっと私の個人の

経験のなかでも勉強してまいりました。 

 そして今、さらにその成果や経験を踏まえて、こ

の光都の場合には今後はどのようなテーマを掲げて、

あるいは今までのテーマをどのように整理しながら、

まさに本来の意味での 21 世紀のまちづくり、都市

計画をやっていく、その実験場、20 年以上かけた

実験が今なお続いていってるんだなということを思

っています。 

 ということで、後のディスカッションで、皆さん

のお話を伺いながら、議論してみたいと思います。

どうぞよろしくお願いします。 

 

佐竹氏 

有難うございました。それでは太田先生、よろし

くお願いします。 

 

太田氏 

兵庫県立大学の太田でございます。皆様方には、

本学について日頃からいろいろとご理解、ご支援い

ただきましてありがとうございます。 

 

 私は姫路工業大学工学部、また旧電子工学科と、

長いあいだ勤めていますが、1980 年に通産政策で、

1980 年代の政策ビジョンとしてテクノポリス構想

が打ち出され、それを受けて 1992 年にテクノポリ

ス法が制定されました。それに前後して、全国各地

にこういう高原地帯にテクノポリスをつくろうとい

う流れができました。その中で、兵庫県も西播磨テ

クノポリス開発計画を出して 1984 年に承認されま

した。先ほどの伊藤次長さんのビデオの冒頭が

1984 年から始まったというのは、そういうことだ

ろうと思っております。 

 その核として大型放射光施設が、今は SPring-8

と言っていますが当時は名称が付いておらず、その

ような施設を導入して科学技術のメッカにしようと

いう計画がありました。当時の姫路工業大学の学長

にタンパク質の構造解析の第一人者がおられたんで

すが、その放射光施設の誘致で中心的な役割を果た

されました。その結果、1989 年に西播磨への放射

光施設の立地が決定したということです。 

 また、放射光施設の立地に並行して、そういう施

設と連携できる学術的な機関がいるということにな

り、姫路工業大学に理学部をつくろうという動きが

でてきました。理学部の設置にあたっては、まだ三

濃山トンネルはできていないので、脇の山道をマイ

クロバスで学長に連れられて何人かで登って、建設
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予定地に来た思い出があります。 

 1984 年くらいだったと思うんですが、当時の姫

路工業大学の工学部の中に光学基礎研究所という部

署を設けて、そこに 5 講座、15 人の先生が配置さ

れましたが、今思うと、それが理学部を設置すると

いう学長の伏線だったんだなと思います。 

 1990 年に理学部が開設されまして、その翌年の

1991 年に、兵庫県も非常に力が入っておりました

ので、建設費が当時113億円と聞いておりますが、

それをかけて理学部の学舎ができたということです。 

 そうして、光学基礎研究所の全員の先生が理学部

に移ってしまったので、その後でこられた山中学長

が、これを復活させようとして、この会場の隣にあ

る高度産業科学技術研究所を設置されました。 

 また、SPring-8の入射機を使わせていただいて中

型の放射光施設をつくろうということで、SPring-8

の横に本学の放射光施設ニュースバルができたとい

う経緯がございます。 

 放射光施設２つもいらないじゃないかという意見

もあるかもしれませんが、それぞれ役割が違いまし

て、SPring-8は重い元素からなる材質の解析、ニュ

ースバルは軟Ｘ線ですので、軽い元素からできる、

そういう材料の分析ができます。 

 現在、本学では、SPring-8のビームライン２本と

ニュースバルを運用しており、世界でもまれな放射

光の拠点になっております。そのハードＸ線が

SPring-8、ソフトＸ線がニュースバルと、両方同時

にワンストップで使える拠点となっており、先人の

先生方の、先見性のある取組であると、非常に感銘

を受けております。 

 また、山中学長が就任されたときに、やはりここ

は国際的な科学公園都市になるんだと。だから住民

が定着するためには学校が必要だということで附属

高等学校、これを姫路工業大学附属としてつくろう

と、そういう提案がございました。 

 私はそのころやっとものが言えるような立場にな

っておりまして、将来計画委員会の附属高等学校開

設検討部会に出ておりました。どのような高等学校

をつくっていくかということでございますが、国際

性がある世界最先端の科学、やはり科学と国際がキ

ーワードだということで、そういうマインドを持つ

高校生を育てて、科学の心が分かって、国際性があ

る生徒を育てていこうということでございます。 

 しかし、学科をどうするかということですが、普

通科だと当時は学区が限られておりました。それで、

私はやはり全国学区にする必要があるんじゃないか

ということを主張しておりましたが、それは県議会

の先生のご理解も得られないというようなこともあ

ったのかも分かりませんが、全県学区にしようとい

うことで、総合科学科という名称にしたという経緯

がございます。 

 そのような中で更に 2007 年に附属中学校も設置

されました。このように、私は若いときからここの

都市の建設をそばで見たり、直接関与してきたとい

う経緯がございます。これからもひとつよろしくお

願いいたします。 

 

佐竹氏 

 ありがとうございました。それでは光都 21 自治

会長の西村さんお願いいたします。 

 
 

西村氏 

 西村と申します。15 年前に千葉からここに転勤

してきて、今は県立粒子線医療センターでエンジニ

アとして働いています。転勤してきたときはたつの

市に住んでおりました。たつの市でも、何もないと

言ったらちょっと失礼なんですけども、なかなか生

活に不便な所かなと思いながら 15 年前住んでいて、

更に播磨科学公園都市に来ると‥ 

 

佐竹氏 

 千葉は都心におられたんですか。 

 

西村氏 

 千葉では、比較的都会の方に住んでいました。そ

れに比べると、たつの市に 15 年前にいたときはス

ーパーマーケットとかも点々としかなくて、こうい

う所に住むんだなと思いながら、播磨科学公園都市

に来ると更にどんどん人気（ひとけ）がなくなって、

ポツンと粒子線の施設があるような状態でした。 

 結婚してこどもが生まれたときに、職場の近くに

家がほしいと思って、4 年前に家を買って住み始め

ました。 

 実際に住んでみると、いろいろないい所がたくさ

んあることが分かりました。自然が豊かであったり、

空気が綺麗だったり、公園が多いということもあっ

て、こどもが外で遊ぶ機会が多くなりました。たつ

の市で住んでいたときは、こども同士が外で遊ぶと

いうのが危ないとかもあって、そのような機会もな
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かったんですけど、光都に来てからはこどもたちが

外で元気に遊ぶようになって、そうなるともちろん

友達も増えていくわけで、光都という地区が安全で

安心なまちということがよく分かりました。 

 そのような中で、今年は自治会長になりました。

初めての自治会長なんで、何をやったらいいか分か

らないまま、こういう場に出ることになったりしま

した。僕自身もどうやってこのまちを盛り上げたら

いいかなと思ってたんですけど、夏祭りやナイトパ

ーティに参加して、何か企画してまちの人に声をか

けたときに、結構多くの人が集まるということが分

かりました。 

 僕が住んでるところは光都の 1期・2 期で、そこ

は60世帯しかないんですが、3期・4期に声をかけ、

他のところにも、オプトヒルズとかオプトハイツ、

サンライフ光都にも声をかけて夏祭りをしたときは、

約700人が集まりました。 

 ひとつひとつの小さなコミュニティがあり、そう

いうのをまとめるチームというかまとめるプロジェ

クトが今までなかっただけで、意外と声をかければ、

大きな物事が成し得るのかなというのが今回分かり

ました。 

 少しでも光都のまちづくりに役に立てればいいな

と思って参加しています。よろしくお願いします。 

 

佐竹氏 

 ありがとうございました。それでは第１部でもお

世話になりました長谷川さんからお願いいたします。 

 

 
 

長谷川氏 

 長谷川と申します。私は「つなぐデザイン」とい

うテーマで活動しておりまして、姫路城が見えるビ

ルの一室をコミュニティスペース・レンタルスペー

スとして運営しております。 

 この先端科学技術センターも貸し会場なんですが、

貸し室だけではなくて、そこに私のような運営の管

理者がいて、ちょっとお節介をすることで、人や情

報やいろいろなものが結構つながっていって面白い

ことが起こるということを実体験しておりまして、

今年で１０年目になりました。あまりにそれが面白

いもんですから、人がつながる場の研究活動も始め

ています。大学で学術研究もやっております。 

 それから第１部でもご紹介しましたが、光都との

関わりということですが、新たな場をつくるアドバ

イザーのような仕事もさせていただいておりまして、

ワークショップのコーディネーターですとか、光都

プラザのテナント会さんのお勉強会なんかにも参加

させていただいています。 

 第１部ではいろいろ発表させていただいたんです

けど、皆さんがすごく楽しく参加されていて、みん

なで意見を出し合いながら進めているところです。 

 あともうひとつ付け加えておくと、私、太子町に

住んでおりまして、ここは私からするとちょっとド

ライブに行こうかなという所とか、ちょっとしたデ

ートとか、お食事とか、そういう感じでちょっと遊

びに来るような場所として使わせていただいていま

す。 

 ふらっと遊びに来る光都は、こうやって皆さんと

ワークショップをやってるのとはずいぶん違う一面

も見えてきてまして、そういったところもお伝えで

きたらいいかなと思います。よろしくお願いいたし

ます。 

 

佐竹氏 

 ありがとうございました。4 人の皆さん方のお話

を聞いていただきまして、石井管理者からお願いい

たします。 

 

石井氏 

 皆さんのこのまちとの関わりをお聞きして、本当

に皆さんにお世話になっているということを改めて

感じました。 

 私は公営企業管理者ということで、県の企業庁と

いうところの責任者を務めています。今年で2年目

になります。企業庁とは、県のいわゆるデベロッパ

ーみたいな所で、主な仕事は水道水の供給ですとか、

大規模なまちの開発、また、開発したまちのにぎわ

い創出などがあります。それから太陽光あるいは水

を使っての再生可能エネルギーの創出、新たな再生

可能エネルギーの検討などをいろいろやっています。 

 それから施設でいいますと、淡路のウエスティン

ホテルや夢舞台を運営しています。それから加西市

の青野運動公苑、ここはゴルフ、テニスやグランド

ゴルフなどのスポーツ振興に関する施設運営をして

います。幅広くやってますが、やはりこの播磨科学

公園都市の関係では、このまちにどのようににぎわ

いをつくっていくか、あるいはどのように将来すば

らしい、本当に住んで良かったというまちにしてい
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くかということが今一番の最大の関心事です。 

 私自身の過去を少し振り返りますと、平成 13～

16 年まで県立大学の統合の仕事をしてまして、そ

の中で、附属中学設置の基本計画づくりに携わりま

した。ちょうどこの場所で、この附属中学のねらい

とか、今後の展開などのご説明をして、住民の皆さ

んからご質問をお受けしました。 

 

 

 

 それから、平成 17 年に環境政策課長、そして平

成 18 年に環境政策局長と環境関係をやってたんで

すが、環境学習をどのように展開するかという議論

がありまして、この西播磨地区には非常に環境学習

に先進的な事例がたくさんありました。自然のフィ

ールドもすばらしく、また、熱心な方もおられまし

た。ひょうご環境体験館の建物を整備するときにな

かなか計画どおりに進まなくて、国庫補助金を受け

るために、環境省に行って夜遅くまで上層部と協議

して、何とか国庫を確保できたということがありま

した。 

 そのような経験の中で、この２０周年をいかに一

過性ではないかたちで、将来につながるように展開

したいと強く思っているところです。 

 

佐竹氏 

 皆さんにひととおり、この播磨科学公園都市との

関わりについてお話をいただいた訳ですが、ここか

らは本題でございます。 

 過去に様々な計画があり、大きな成果も上がって

るんですね。SPring-8 や SACLA を誘致するというこ

とは世界的な大偉業でありまして、このあたりに住

んでいると灯台下暗しで、どれだけ大きなことなの

かということが分かりにくいですが、太田先生から

ご説明があったとおりです。 

 また、西村さんはIターンになるわけですよね。

やはり兵庫県としては、地域創生ということからも、

U ターン、J ターン、I ターン、特に別の所から来

ていただくと非常にありがたい。そういう可能性を

秘めた播磨科学公園都市について、2 順目はシンポ

ジウムの本題である、播磨科学公園都市に望むもの

や可能性などのご提案等々についてご発言いただき

たいと思っていますので、よろしくお願いします。 

 

角野氏 

 播磨科学公園都市の現在というか、この 20 年を

踏まえて、当初の計画やコンセプトが移りつつある

という状況を先ほどのプレゼンテーションでも拝見

しております。 

 それで、そもそもの都市の本質ということから言

うと、都市というのは要するに人が集まってくると

ころなんですけども、それは何らかの情報が発信さ

れている所に情報を求めて行ったり、あるいはそこ

で情報を交換し、新たな情報を生み出すというのが

都市の本質です。 

 その情報の質は金儲けの情報もあれば、学術・教

育の情報など、いろいろな情報があるわけです。 

 播磨科学公園都市が、先端的な科学技術のインフ

ラを備え、研究者を集中させながらも、更にそれを

「まち」として育てて行くという中で、いま取り組

んでいる、例えばサッカー場であったり、健康医療

に関する施設だったり、健康、スポーツ、科学技術、

環境といったものを読み込んだまちづくりというこ

とをテーマにしているということについては、大き

な時代の流れの中で、正に本来の意味での 21 世紀

の都市づくりのテーマを、この 20 年間かけて模索

しているのかなと考えています。これについては、

都市というのは変化していくものであるという意味

では賛成です。 

 そして、更に都市の本質という中で言うと、とに

かく情報を求めて人がやって来ることを優先してい

る。つまり、先ほどの言葉で言うと、昼間人口であ

ったり、交流人口という言葉、そういう人たちがま

ずやって来てもらう、やって来てもらえるための情

報発信の力を、あるいはやって来られた人たちが情

報を交換しあえる力をまずつくるんだという意味で

その昼間人口重視、こちらから始めよう、交流人口

から始めようというのは、これは 21 世紀の都市の

新しい姿であるとともに、本来の都市の形をですね、

根源からもう一度たどってみようというプロセスと

しては大変、私は応援したいという風に思っており

ます。 

 そのために、土地利用計画を変更されたり、ある

いはアーバンデザインなどの仕組みを 1980 年代に

やっています。安藤忠雄や磯崎新、ピーター・ウォ

ーカーといった方々など。また、渡辺誠さんていう

のは、これは実は私の研究室の先輩なんですけれど

も、西播磨の総合庁舎の設計をしておられますが、

そういった一流のデザインというのも情報発信力で
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あることに変わりはありません。 

 つまり、そういった人たちの作品、あるいはまち

づくりに関する理念を学びに来たいという人たちも

間違いなくいるわけですね。だから、ここへ来れば

何か新しい情報が得られる、あるいはそこで自ら考

えることができる。そして、大事なのはそこから自

らが発信していけるという仕組みですね。今後とも

これは重視していく必要があると思います。 

 そうして、そういう訪れたい、訪れることに価値

があるまちには、滞在するということが必要になり

ます。その滞在する期間が、初めは日帰りから、1

週間、3 ヶ月、半年、1 年、あるいは数年間、研究

教育のためにというようなかたちで延びていき、そ

れが定住していくためには、その住民を支えるため

のいろいろな施設や機能が必要になります。まさに

それをいま着々と進められて行ってるということな

んです。 

 ただ、20 世紀のアーバンデザイン、都市計画の

モデルは非常によく機能していましたし、それをベ

ースにした都市は世界中にたくさんあります。しか

し、人口が減少していく過程という意味での成熟過

程における、あるいは環境と本気で取り組んでいく

ためのまちづくり、アーバンデザインの仕組み、あ

るいは人を集めてくるために適切なアーバンデザイ

ンというのもあると思うわけですね。 

 20 世紀のアーバンデザインは、そこに住む人、

そこで働く人のためであって、それはそれでしっか

りつくられています。それをもう一歩進めて、もう

一度、この播磨科学公園都市の誕生、成長を誘導す

るようなアーバンデザインのルールやガイドライン

等を見直していく時期がそろそろ来ているんじゃな

いかなと。つまり、職住近接型の、職場と住まいに

合わせたまちの形とか美しさということを超える、

その次にあるデザイン。これは非常に大きいテーマ

だと思いますので、しっかり取り組んでいく必要が

あるのかなと思います。 

 もうひとつ。訪れる人だけでは、やはりまちには

ならない。訪れる人がたくさんいる中で、その一部

の人たちが住み始める、また、訪れる人たちをもて

なす、迎えるために定住する仕組みが必要なわけで、

その訪れる人と住む人、暮らす人とがしっかり協働

できるような、協調してまちづくりに関われるよう

な理念。最近はシェアハウスとかシェアなんとかと

いうことが特に若い人たちの間ではやっていますけ

れども、ここでシェアタウンということを考える必

要があるんじゃないか。つまり、訪れる人と暮らす

人が、場所や機会をシェアできるようなプログラム

を引き続き検討していく必要があるのかなと考えて

います。いまのところは抽象的な表現に留まってま

すけれども、その具体的な仕組みとか中身は、むし

ろ地元の人たちや訪れる方々が議論していただけれ

ばと思います。以上です。 

 

佐竹氏 

 それでは太田先生お願いします。 

 

太田氏 

 先ほどのこどもさんがつくられた「かるた」に

「SPring-8最先端がここにあり」というのがありま

したが、やはりこのまちのまず第一の基本は世界最

先端の科学技術基盤であるということは間違いない

ところです。私が、造成中で泥だらけのこの場所を

見学したのはストークヒルゴルフクラブが完成しか

かっている時代でしたが、そこから SPring-8 がで

きて、SACLA もできた。SACLA ができたのも SPring-

8がここに立地したからです。それでSPring-8を使

って光合成の原理に迫るような研究成果があがった

ということで、もしかしたらノーベル賞をそろそろ

取るかも分からないというような話もあった。やは

り、そこは大事にしていかなければならない。 

 

 

 

 しかし、先ほどご指摘がありましたように、当時

は想像ができなかった情報通信技術の発展が背景に

あるわけですが、当時の想像を絶しております。当

時は、SPring-8で実験するためには実際に企業が立

地して研究しないといけないだろうという想定だっ

たんですが、今では、測定したデータをメモリーに

入れて持って帰る、あるいは情報通信ネットワーク

でスーパーコンピュータ京に送って解析してもらう

ようなことができるようになってしまいました。す

ると実験をする間だけ来ればいいということで、そ

れが1週間や1ヶ月程度になってきて、なかなか定

住人口が増えないという状況にあります。 

 それを逆に言いますと、今、インダストリー4.0、

第 4 次産業革命とか、あるいはソサエティ 5.0。こ

れはもう ICT（ Information and Communication 

Technology）の発展があって、産業構造、経済活動

や社会システムそのものが変わろうとしていますの
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で、この都市をどのように発展させるかというとき

に、この流れをどう活用していくかということが非

常に重要になってくると考えています。 

 そのときに、ここにあるほどの土地が必要かどう

かという問題もあると思うんですが、それはサッカ

ー場を 11 面つくって、20 万人くらい人が来てもら

えるようにしているわけで、交流人口を増やしてい

くことは非常に重要だろうと思います。 

 また、平成 32 年度に鳥取まで播磨自動車道がつ

ながるということですから、鳥取や岡山から人を吸

引するような仕掛け、ソフトを考えなければならな

い。東の方ばっかり向いていては決してダメなんで、

そういうことを絶対にやっていかないといけない。 

 そのひとつが企業です。これは今となっては

SPring-8に関係する企業でなくてもいいんです。今

は地元の企業がたくさん立地しているんです。この

ように災害の心配をしなくていい、交通の要所にも

なるような、こういう地点に企業を誘致する、今が

チャンスなんです。 

 企業が立地すれば、西村さんのように従業員が、

ここはいい所だなと思っていただいて住む人も増え

るだろう、そのような吸引力を持つような仕組みを

いろいろやっていく必要がある。 

 そのためにはこのまちを知っていただかないとい

けないので、サッカーというのは非常にいいところ

に目をつけられたんじゃないかな。今日もサッカー

場を見学しましたが、多くのこどもたちが来ている

のを見て驚きました。 

 新聞社の方は是非いいように書いてくださいね。 

 

佐竹氏 

 ありがとうございました。住人でいらっしゃいま

すから、肌で光都を感じていただいていると思いま

す西村さんどうぞ。 

 

西村氏 

 はい。光都に住んでいてやっぱり一番良かったの

は環境だと思います。静かで、空気が綺麗で、星も

綺麗。やっぱり環境が一番いい。あと、安全に関し

て言えば、こどもたちが思い切り外で遊べる安全な

環境はよかったと実感してます。 

 ただ、職場の同僚に「光都に住む気はないですか」

と聞くんですけど、やっぱり「何もないんじゃない

の」と返ってくる答えが多いです。自家用車でちょ

っと出ればスーパーもありますし、今はインターネ

ットで買い物もできる時代なので、何もないってい

うことはないんだけどなって思いながらよく話をし

たりしてます。 

 これは角野先生に質問したらいいのか分からない

んですけど、都市っていうのは普通どれくらいで大

きくなるものなんですか。 

 

佐竹氏 

 角野先生どうぞ。どうぞせっかくでございますか

ら。脚本とは違いますけど。 

 

角野氏 

 大きくなる必然性は必ずしもないと思いますが、

例えばヨーロッパの中世都市は歩いて城壁まで１５

分くらいで行ける範囲というのが、市街化とともに

どんどん大きくなってきた訳ですけども、ただ大き

くなればいいということではなくて、むしろ大きく

なることをどのようにコントロールするかというこ

とが重要です。 

 このような空間的な話のほかに、世代の問題があ

ります。そこで何世代入れ替わっていけば、つまり

次の世代に伝えていくことができれば、まちとして

成り立っているかという意味では、まず3世代くら

いは見た上で、まちを評価したいという気がします。 

 

佐竹氏 

 よろしいでしょうか。 

 

西村氏 

 ありがとうございます。光都住宅の 1、2 期に関

しては結構年配の方が多いです。年配の方で、静か

であったり、空気が良かったり、周りの景色がもの

すごく綺麗だったりする環境が気に入って引っ越さ

れる方がいらっしゃいます。 

 そういう意味では、大規模スーパーマーケットな

どができたからといって、それが理由で住民が増え

るのかなとは思いましたね。先ほど発表してくれた

こどもたちが大きくなったときに、まちがもうちょ

っと大きくなってくれていれば、それはそれでいい

のかなと思いました。あまり急激に住民だけが増え

ても‥。 

 

 

佐竹氏 

 逆に言うと、20 年後、30 年後に、せっかく楽し
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んできたまちが無くなったらかわいそうなんですよ。 

 これはもちろんこの光都だけの問題ではなくて、

兵庫県下のあらゆる所がその危機をはらんでいるの

ですが。まちが無くならないためには、大きくする

のももちろん重要ですけれど、その一方で、無くな

らないためにどうすればいいかということも考えた

らどうかなとは思います。すいません。口を挟んで

しまいました。 

 

西村氏 

 まちが無くならないためにですね。それは考えて

ませんでしたね。 

 いま、まちづくりをやってて、いろいろな人が関

わって来てくれていて、これだけ人が関わっている

んだったら、もう少ししたらもうちょっと大きくな

るんじゃないかなって思っていたのですが、それは

僕がちょっと楽観的に考えてたのかも知れないです

ね。 

 

佐竹氏 

 住んでいる方の実感として、大きくなるんではな

いかという実感は非常に大きいですよね。 

 

西村氏 

 そうですね。定住しようと来られた方が光都から

出て行くというのはおそらく少ないと思いますね。

この環境を気に入って一回住んでみると、長くそこ

にいらっしゃるって方が多いのかなと思いますね。 

 一番初めの播磨科学公園都市に望むものというこ

とで言えば、今の環境は住民にとっては重要です。

足りないものは確かにたくさん出てくると思うんで

すけど。 

 また、バスひとつにしても、たつの市は「あかね

ちゃんタクシー」っていう事業をしていて、これが

結構便利なので活用しているのですが、情報がなん

かあまりうまくこう回ってない。意外と光都の中で

も「あかねちゃんタクシー」を知らない人が多かっ

たりして、そのような情報がうまく回ってないのか

なって思いますね。あと、外への発信があんまり周

知されてないっていうか、そういうのはちょっと思

ったりしますね。 

 

佐竹氏 

 ありがとうございました。それでは長谷川さんお

願いします。 

 

長谷川氏 

 私は、この光都の皆さんとワークショップをやる

にあたって、どうも住民の人はそういうことの温度

が低いんじゃないかって言われていたりですとか、

第２部で説明があったように計画どおりにいってい

ないというところも事前に聞いておりまして、どう

なることかなと思ってスタートしたのですが、先ほ

どの発表を見ていただいたとおり、すごく楽しく進

めておりまして、住民の皆さんとお話しますと、み

んな楽しいことに飢えてたみたいな感じを受けてい

ます。 

 「まちのいいところを探しましょう」とか「どん

なことして過ごしたいですか」という質問に対して、

「実はこんなことやりたいって思ってたんや」みた

いな声がどんどんでてきたんですね。例えば、芝生

広場でパーティをしたいとか、アーバンキャンプみ

たいなのができるじゃないかとか。先ほどこどもた

ちが発表してくれたような環境を生かしてこんなこ

とやりたいっていうアイデアがすごくたくさん出て

きたんです。 

 もうひとつ驚いたのは、住民の方は意外と満足度

高いですよね。私は太子町に住んでいますが、そこ

と比べるとここは結構山の中で不便なんじゃないか

なとか、大変だなって思ってらっしゃるんじゃない

かなって印象があったんですけど、実際そんなこと

ないですよね。住んでらっしゃる方がこの環境にす

ごく満足をされているというのがよく分かりました。 

 ワークショップを進めてて、第１部で一緒に発表

させてもらった中脇さんが言ってくれた「アーバン

里山」っていう言葉なんですが、この光都のいいと

ころのひとつで、自然環境と都市環境がすごくいい

具合に共存しているというか、存在している場所だ

なっていうのを感じます。 

 

 

 

 こどもたちがつくってくれた「かるた」も、それ

が半々くらいに出て来てるんですけども、こどもた

ちは柔軟な頭で、大人の私たちが見付けられないよ

うなおもしろいところを見つけてくれるんじゃない

かっていう期待を持って「かるた」づくりをしたの

ですが、どちらかというと大人よりもずっとフラッ

トで冷静な視点を持ってたんじゃないのかなと結果

を見ていて感じました。その自然と都市の環境のバ
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ランス感覚がすごくいいまちなのかなと思っていま

す。 

 もうひとつ、共存っていうのもすごくうまくいっ

ていると感じています。多国籍のまちって「かるた」

にも書いてくれていたり、発表してくれたこどもた

ちの中にも韓国の人や、ドイツとのハーフの子がい

ましたけども、そういった子たちがみんな同じよう

に楽しく暮らせているまちだなということを感じま

した。 

 それに動物との共存という「かるた」もありまし

たが、自然環境との共存も考えながらうまくやって

いるんじゃないかなと感じています。栗拾いに行っ

たんですけど、栗の木が普通に、簡単に行ける所に

あるって思ってなかったんですが、この光都ではた

くさんあるんです。近所にお住まいの人が既に取っ

てらっしゃったりして、そういう自然環境とか動物

とかとの共存っていうこともできていて、新しいも

のを受け入れる環境が整っているなと感じます。私

が住んでる太子の村なんかだと、ずっと脈々と受け

継いでる何代も住んでるような人たちの中だと、

「新宅さんやからねえ」みたいな感じで、新しく来

られた方っていうのはなかなか輪に入り難い、気を

使わないといけないみたいなのがあったりするのか

もしれないですが、ここはそんなことがなくて、そ

れは本当にいいところかなと感じました。 

 これからの期待や可能性という面では、24 時間

営業の利便施設があった方がいいとかのハード面の

足りなさもないことはないと思うんですが、ワーク

ショップなんかをやっていて感じるのは、ソフト面

の足りなさ、人が集うような仕掛けとかきっかけっ

ていうのがなかったんだなって感じていますので、

そのようなきっかけをつくることが必要だと思って

おります。 

 最後に、先ほど角野先生が都市の本質の話をされ

ましたが、やっぱり人が集まるとか、集うっていう

ことはすごく重要なことだと思っていまして、大き

な都市だと、例えば駅とか広場とか、必ず人々が使

う場所っていうのがあって、そこを通過だけかもし

れないですけど、人が固まる場所、集う場所ってい

うのがあると思うんですね。 

 この都市はいろいろな施設が比較的点在していて、

そこを目的地にして行って、そこから帰ってしまう

だけっていう方がまだまだいらっしゃるような気が

するんです。ワークショップは光都プラザの空きス

ペースを使ってやってきたんですが、そういう誰で

も来れるようなオープンな場所をつくることで、ふ

らっと訪れる人もそこに来て何かに出会えるような

場所になっていけば、もっと可能性が広がるんじゃ

ないかなと感じました。 

 

佐竹氏 

 ありがとうございました。石井管理者、お願いし

ます。 

 

石井氏 

 私は、20 周年記念事業をやって本当によかった

なと思ってるのは、住民の皆さんに当事者として参

画していただく場をつくったら、本当に熱心にやっ

ていただいて、それで夏祭りはできましたし、ジャ

ズフェスティバルができたっていうのもあるんです

けど、何より嬉しかったのは、それを継続して実施

していこうというグループができたたことです。一

過性でイベントをするのならいろいろな形でできる

と思うんですが、そういった祭りをいままでしたこ

となかったこのまちで、これを継続してやっていこ

うという、そういう機運ができたっていうことは、

すごいことだと思ってるんです。 

 逆に言えば、なぜ今までこういうことがうまくで

きてなかったのかなと考えてみたんです。 

 やはり行政区域が、1市 2 町にまたがっていて、

その行政から提供される情報もそれぞれがばらばら

なんですよね。だから情報を共有できていないとい

うことが結構あると思います。 

 

 

 

 また、自治会も分譲工区ごとに存在していて、全

体の連合自治会みたいなのがなかったり、それはお

そらく市町区域をまたがってしまったりしたことも

あってできていないのかなと感じたんですよね。 

 だけど、こうやってひとつのテーマで一緒にやろ

うと言うと、その市町の区域に関係なく人は集まっ

て、このテクノのまちで一緒になんかやりましょう

って機運がまとまる。その土壌、また、人の先進的

な取組に対する理解とかいうのも非常にあるまちな

んですよね。祭りをしたら外国人の皆さんも集まっ

てくれたりとか、国際的なカラーがさっと出るよう

な、そういうまちであると。 

 だから、それは我々行政側の運営方法にもやっぱ

り問題はあったんではないかなと思います。いろい
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ろとハードはつくるけれど、それが一体感を持って

このまちがまとまってきたんかなと考えたときにで

すね。例えばサッカー場で試合をしに来たこどもた

ちは、サッカーが終わったらすぐ都市外へ帰ってい

く。企業の従業員の皆さんは、企業活動が終われば、

さっと地元へ帰っていかれる。住民の人は住民の人

で、そういう取組はまた麓からやってきた人がイベ

ントやってるわみたいな感じで割と冷めて見てると

いうようなところがあったりしたんではないかなと

いう感じも受けました。 

 まちづくり協議会に私が直接行ってお話をした中

でそのように感じたので、「お互い知り合うような

取組をしませんか」ということで、ふれあいの祭典

に自治会が連合でブースを出してくれたり、立地企

業がこんな取組してますよっていうことをブースで

発信してくれたり、つまり、お互いが知り合うとい

う、なんかきっかけみたいなものが生まれたのかな

と感じました。 

 それから、そのようなグループの皆さんが、まち

全体をジャズや文化であふれるようなまちにしたい

とか、あるいはこうやってみんなで一堂に集まって

やれるような祭りをやってみたいという機運がでて

きたというのは、本当にすばらしいことだなと思い

ます。 

 

 

 

 そのため、我々行政側ももう少しうまくいきやす

いような仕掛けをつくっていくべきではないのかな

と感じています。 

 播磨高原広域事務組合という団体があって、横断

的に基礎的な自治体の事業をする役割を担っていた

だいているのですが、今は学校の運営や上下水道な

ど特定の事務に限られています。 

 まちのにぎわいや地域振興については市町が直接

それぞれ縦割りの格好になってしまっていて、この

まちの一体感をつくっていこうと思えば、そこをひ

と工夫していく必要があると感じました。 

 また、行政としては、まち全体では第 1～3 工区

全体の人口 25,000 人という元々の計画規模でつく

られていますので、インフラのうち結構課題になっ

ている部分が見えにくいですがありまして、これか

らいろいろなインフラが老朽化していく中で、その

インフラ部分をどう維持していくのかという問題が

あります。 

 現在は第 2・3 工区は着手しておりませんが、今

後どうするかはっきりしていないにも関わらず、今

はそれに見合うだけのインフラを維持している部分

もあります。 

 例えば、水道用水なんかは、整備した能力のうち

の何分の1かしか使っていません。水源も2系統用

意していますが、いざというときのために複数を維

持する必要があるということは理解できますが、こ

れらが本当に老朽化してきて、維持管理をしていく

ときに、その2つが本当に維持できるのかというこ

とを、われわれは考えていかなければならないと思

ってます。 

 まちが前向きに発展する要素はいろいろな面で見

えてきますし、整備の必要性みたいなこともいろい

ろ出てくるだろうと思ってます。 

 例えば、SPring-8で泊まりたい研究者の皆さんが

泊まりきれなくて、相生のホテルに泊まられている

いう話もありましたが、ホテル事業者の皆さんがテ

クノにホテルを建てる余地はあるのかといった話が

聞こえてきたり。 

 あるいは、学生や研究者の皆さんが夜に活動して

いるんだったら、コープが8時で閉まるのなら、夜

の対応をするためにやっぱりコンビニが欲しいとい

うことが現実にあります。あるいはコンビニ側から

も、一度検討してみたいという声もかかってきたり

してます。 

 サッカー場も、利用客が年間で 20 万人の予想で

すので、昼間人口だけでも、ひょっとしたらコンビ

ニさんの目で見れば店舗を開設するに足りる場所と

映っているかもしれません。水面下では、このまち

の交流人口の増加ですとか、多くの研究者の方々が

このまちから溢れて他で泊まってるという実態を踏

まえて、民間でいろいろな検討をされていますので、

われわれとしてもアンテナを高くする必要があるか

もしれません。 

 それに加えて、先ほど、角野先生が言っていただ

いたように、20 世紀型のアーバンデザインが非常

に規制が強い状態であるならば、21 世紀型の、つ

まり人口減少社会を迎えて、まちのにぎわいを盛り

上げる必要性が高くなってる時代における規制の見

直しということも検討していかないといけないかも

しれません。 

 今日はとてもいいご意見をいただきましたし、そ

れから、こどもたちがここに住んで、いいまちだと

本当に感じてくれていることにはすごく勇気づけら
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れました。だから、あのこどもたちの将来のために

も、このまちをもう少し利便性を高めてほしいなど

の声は、ちゃんと我々大人がやれることはきっちり

とやっていかなければいけないと思いました。 

 

佐竹氏 

 ありがとうございました。最後に手短に、光都に

今後望むもの、可能性、それから方向性、展望のご

意見をお聞かせいただきたいと思います。 

 また角野先生から、お願いいたします。 

 

角野氏 

 今日の話を伺って、またこどもたちの話を聞いて、

住んでいる人たちはこのまちにすごく誇りを持って

いる、愛してることは実感できました。 

 そのまちへの誇りや愛着を、訪れる人たちにも持

っていただくような仕掛けができないか。こちらで

研究されてる方、スポーツをする方、そういった訪

れる人々が、この光都に誇り、プライドを持てるよ

うな仕組みづくりが必要だと思います。そのために

は、いろいろな形で、このまちの資源や活動や情報

をシェアしていくような仕掛けがいるだろう。 

 そして、もうひとつ忘れてはならないのは、地元

の市町の、要するに光都の周辺に住んでおられる、

旧集落って言っていいのかよく分かりませんけども、

現在の市街地に住んでおられる方々にとっても、こ

の光都が誇りになるような、あるいは一緒にシェア

できていくような仕組みを是非考えていただきたい

というよりも、一緒につくっていく必要があると思

います。 

 

 

 

 それから最後ですが、光都の学校で育ったこども

たちが2～30年経って同窓会をすると思います。 

 私は各地でニュータウンの再生に携わっていると

きに、その原動力になるのが同級生だった人たち。

いろいろな仕事についている人たちが「一緒になん

かやろうよ」「そういえばお前と同級生やったな」

っていうかたちで活動に入ってくれるところを実際

に見ています。そのパワーは極めて強く、また長続

きします。そのタネがもうすでに今日のこどもたち

の中に埋め込まれているんだなということを思いま

したので、是非それを意識していただきたいと思い

ます。 

 

佐竹氏 

 太田先生、お願いいたします。 

 

太田氏 

 今日発表したこどもたちにとってはこのまちが故

郷ですから、故郷が消えるとかどうとかという話が

ありましたが、そういうことは決してあってはなら

ない。 

 放射光施設のことばっかり言って申し訳ないんで

すが、SPring-8はグレードアップする予定ですから、

20 年はまだ続くということですね。それから、

SACLA はできたばかりです、ですから、それを大事

にしていかなきゃいかん。 

 しかし、先ほど管理者からお話があったホテルで

すが、来年に県立大学が放射光学会を主催すること

になってるんですが、播磨科学公園都市では泊ると

ころがなく、やはり姫路の工学キャンパスでせざる

を得ない。 

 もしホテルが建つと夜間に人がいることになりま

すから、コンビニの需要がでてくる。夜間人口が

300 人減った原因は寮生がいなくなったからだとい

う話でしたが、あれは、寮から歩いていける距離に

コンビニがないから嫌だという学生が結構いると聞

いていますので、学生も戻ってくる。そうすると正

のスパイラルで、どんどんいい方向に展開していく

んじゃないかなと思っています。 

 また、今日のこどもたちの発表を聞いております

と、生活環境、コミュニティの空間に余裕があると

思いました。すぐ家のそばでキャンプができる、花

火ができる。これをもっと広げて都市部のこどもを

呼び込むようなこともできるのではないかと思いま

す。 

 それからツアーです。伊藤次長のプレゼンで、３

回実施したがすべて満員だということですが、私も

様々な産業支援機関から SPring-8 を見たいとかニ

ュースバルを見たいので紹介してほしいと言われる。

ということは、そういう需要が非常に多いわけで、

一般の方にもあると思いますので、それをもっと積

極的にやっていくということが必要ではないでしょ

うか。 

 それから、ここに人を集めるような施設があれば

と思います。それはやはり科学技術、光のまちです

から、光の科学館といいますかね。放射光は目に見

えない光ですが、目に見える光もあれば、通信に使
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ってる電磁波も光です。星の光もあります。佐用に

は本学の天文台があります。星がきれいと「かるた」

でもありましたね。光の科学館のような施設ができ

れば、科学的な匂いのするまちとして、交通網も整

備されるということもあるので、人がどんどん集ま

ってくるんじゃないかなという期待を持っています。 

 

佐竹氏 

 それでは、西村さんお願いします。 

 

西村氏 

 これまでのお話をお聞きして、ひとつは交流を大

事にした方がいいと感じました。夏祭りにしてもふ

れあいの祭典にしても、確かに住民の方も、大学や

企業と交流を持てる場というのは今までなかったん

ですよね。 

 今回、夏祭りやふれあいの祭典、それからグラン

ドゴルフ大会もいろいろな方と触れ合ってものすご

い楽しい行事になりました。住民もとても喜んでい

て、来年もやって欲しいという声も聞きました。企

業の方も、住民はこんな感じなんだなっていうのを

知ってもらえれば、ひょっとして定住していただけ

るきっかけになるのかなと思いました。 

 あと、先ほど言われてたように、確かにコンビニ

が無いっていうのは住民からよく聞いていて、コン

ビにはあったほうがいいよねってよく言われたりし

ます。コンビニの役割は、モノを買うだけじゃなく

て、荷物の受け取りだったり公共料金の支払いだっ

たり、多様なニーズにコンビニが対応できるので、

夜間でも利用できたら便利だよねっていう声を聞い

たりしてます。そういう意見を取り入れつつ、今後、

うまく生かせたらなと思います。ありがとうござい

ました。 

 

佐竹氏 

 ありがとうございます。長谷川さんお願いします。 

 

長谷川氏 

 ワークショップなどで生まれた新たな動き、それ

からグループを大切にするということが本当に重要

だと考えています。 

 ソフト面というのはなかなか評価がしづらいとか

言われたりして、大事にしてもらいにくいところが

あると思うんでが、やっぱりみんなが楽しいとか、

このまちが好きって思えることっていうのが、まち

の魅力の核になると思いますので、大事にしていっ

ていただきたいと思っています。 

 今回はワークショップを空き店舗で実施してきた

のですが、そこをオープンするとか、交流拠点にし

ていただいたりして、みんなの動きをもっとサポー

トでできるようになればいいかなと思います。 

 それから、こどもたちが発表した「かるた」は

「まちのみらいのタネ」だと思いますので、こども

たちが見つけたものとして、大人もこどももみんな

で育てて行くべきかなと感じています。 

 最後に、情報発信についてですが、まちが好きと

か、ここがいいよということを伝え切れてないと思

いますので、特にこの「かるた」といういいツール

があるので、もっとどんどん伝えていけたらいいの

かなと感じています。 

 

佐竹氏 

 石井管理者、お願いします。 

 

石井氏 

 これまで点で整備してきた施設を、いかに面とし

て広がりを持つように使っていくかということが大

事だと思っています。例えば、オプトピアに、連携

協定を結びましたＡＳハリマアルビオンの選手情報

の紹介とこどもたちのサッカーに関する相談ポスト

をつくりました。こどもたちがこれはどうしたらい

いでしょうかって相談箱に入れますと、アルビオン

の選手が答えを書いて返事をくれるという仕掛けが

あります。それは何を意味するかというと、サッカ

ー場に練習や試合に来たこどもたちが、帰りにオプ

トピアに寄ろうかと思って、まちの真ん中に迂回し

てくれる、人の流れをつくり出すきっかけにならな

いかというのが元々の狙いなんです。 

 ＡＳハリマアルビオンと連携協定を結んだのも、

もちろんサッカーを通じた地域づくりということも

あります。例えば、広島市民が広島球団のもとでひ

とつになったというスポーツの持ってる大きな効果

が、サッカーを通じてここでできないかなと考えて

います。このエリアは、少年少女のサッカーのメッ

カなんだ、なでしこリーグのサッカーチームが普段

練習するようなすばらしい場所なんだっていうこと

で、それもひとつの誇りになって来るんじゃないか

と思います。 

 今回のような住民主体の活動が続くような、そう

いう拠点的なものは必要ですが、それは行政が少し

サポートする領域と思いますので、何とかできない

かなと思っています。 

 このまちは開発してつくったまちですので、どう

しても昔からある村落のように古いコミュニティや

つながりがないというのは事実です。それが逆に、

国際的で開放的な雰囲気を生んで、ウェルカムの風

土をつくっているところもありますが、一方ではコ

ミュニティがひとつにまとまり難いという状況にな

ってしまっているかもしれません。 

 県や市町などの行政や、まちづくりの責任者とし
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ての企業庁が、そこをきっちり踏まえながら、これ

からこのまちがもっと成熟化して、すばらしい、こ

どもたちにとっても誇りになる、より輝くまちにな

っていくように努力していきたいと思います。 

 

佐竹氏 

 どうもありがとうございました。 

 ここは光る都、光都ですよね。光る都ですから、

この地域の強みというのをまず見つめ直そうという

のが、ここのパネルディスカッションのひとつの主

旨だと思っておりました。 

 

 

 

 やはりここの地域の強みというのは、世界最先端

の科学技術の拠点であるということなんですね。

SPring-8 であったり、SACLA であったり、県立大学

の理学部であったり、粒子線の治療施設であったり。

これらが集積しているんですね。 

 兵庫県は、第４次産業革命の中で、今後の戦略産

業として、例えば高度組立、航空機などの高度組立

産業であるとか、エネルギーであるとか、ライフサ

イエンスであるとか、AI、IOT なんかを進めていき

ましょうとしていますが、十分その拠点になり得る

要素がここに集積している。これはひとつの大きな

大きな強みなんですね。 

 太田先生もおっしゃいましたが、IT 革命の中で

企業の集積が弱くなってきた。弱くなってきたけれ

ど、科学技術の集積というのは変わりません。そう

すると第二段階として課題が今回いくつか、何人か

の先生方の中でいくつか抽出されて来た訳ですね。

コンビニがないということは、住んでおられる方、

あるいは私は大学におりますので学生の気持ちにな

ってみたらですね、「晩に腹へって飯食いたくても

買うところがないで」というのは問題ですね。確か

に車で 10 分ほど行ったらコンビニはあるのかもし

れませんが、それは大層な話ですので、自転車でち

ょっといける範囲内にコンビニがあるのは大事です

し、管理者がおっしゃったように身の丈にあった計

画に変更するということですね。第2工区、第3工

区がありますが、基本的には第1工区をベースにし

て、過度なインフラがどれだけあるのか、ないのか

というのを検証する時期が来ていると考えます。 

 神姫バスさんのおかげで基本的に公共交通機関と

いうのは増加傾向にあると。都会の感覚からしたら

10 分というのは長いと感じられるかもしれません

が、10 分毎にピストン輸送すると非常にインフラ

としては充実していると。 

 それに加えて、従来の計画に見切りをつけて、サ

ッカー場と太陽光発電を新しい方向性として採用し

て成功している。 

 そのような中で、更なる今後の光都を考えたとき

に、皆さんがた、こどもさんのことも含めて地域に

対する誇りですね。新しいまち、シビックプライド、

地域愛と言ったほうがいいのかもしれませんが、地

域愛を10年、20年、30年の間にどれだけ育ててい

くことができるのか。 

 古い部落や村社会的な地域コミュニティが元々こ

こに存在しませんでした。加えてたつの市、上郡町、

佐用町の3つの基礎自治体にまたがった地域ですの

で、なかなかセクト主義のところもあって、情報伝

達もうまくできていなかった。だからコミュニティ

づくりというのが非常に大きな問題でした。1,500

人だったら全員が顔見知りになるんじゃないですか

ね。 

 私は中小企業地域振興が専門なんですが、ソーシ

ャルキャピタルといいましてね、日本語に訳すと社

会資本なんですけど、従来、社会資本というのは電

気とかガスとか水道とか道路とかのいわゆるインフ

ラのことを言ってたんですが、これから、利益を生

み出す源泉は、人と人、人と地域、人と大学、人と

行政を結ぶ信頼関係であると。信頼関係がないとこ

ろにお金は流れない。これは里山資本主義といいま

して、藻谷さんという有名な人が唱えていらっしゃ

います。ここが里山かどうかは別として、この地域

を活性化させるのにひとつの重要な要素は、やはり

ソーシャルキャピタルの形成だろうと考えます。 

 だからコミュニティの形成というより、まずプラ

ットホームですね。出てきてもらう場をどうやって

つくり出すか。だから夏祭りが成功したし、ジャズ

フェスも成功しました。最初聞いたときにびっくり

したんですよ。こんなところに人が来るんですかと。

でも実際には結構多くの人がこられたというのは、

いわゆるプラットホーム、場ができてるんですよね。

そこで、交流ができてるんですよね。情報を収集し、

情報を発信することができてるんですよね。それを

5 年、10 年、20 年蓄積していくと、まだまだこの

地に可能性があるのではないかということが、パネ

リストの皆さんのご発言を聞かせていただいた帰結

でございます。 
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 今日はどうもありがとうございました。 

 

司会 

 ありがとうございました。 

 それでは、以上で第３部を終了させていただきま

す。コーディネーターの佐竹教授、パネリストの皆

様、本当にどうもありがとうございました。 

 いま一度、盛大な拍手をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【閉会挨拶】 

 

■挨拶 

 遠山 寛（播磨高原広域事務組合管理者 

               （上郡町長）） 

 

 

 年末の大変お忙しい中、長時間に渡りましてシン

ポジウムにご参加いただきましてありがとうござい

ます。 

 私どもは途中からの参加になりましたが、本当に

貴重な意見をたくさんいただきました。 

 このシンポジウムのテーマでもあります「より輝

くまちに向けて」、皆様と一緒に歩んでいきたいと

思います。 

 本日は大変ご苦労様でした。 
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